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＜病棟連絡事項＞
・研修Web研修会『認知症になっても希望の持てる青森県に』
日時：令和3年11月11日（木）14：00～16：00
内容：青森県若年性認知症総合支援センターの役割
★参加費無料（インターネット通信料のみご負担）
★参加上限500名（定員になり次第終了）

＜患者様連絡事項＞
・特記事項無し。

＜入室状況＞
【転出】
・下屋敷　キヨ様～東病棟合併症室　→　南病棟Bユニット101号室

【部屋移動】
 ・岩井　義雄様：東A15  →  東B2
 ・石橋　　進様：東A15  →  東B2
 ・谷地　寿梨様：東A10  →  東A15
 ・北向　勇治様：東B 2　→　東合併症室　
 ・中村　栄作様：東B 2　→　東合併症室	

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _Hlk62478463]・石橋　進様～身体拘束中(夜間のみ、日中は時間開放)。頻回なスタッフコールはあるが、危険行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。時折奇声をあげることはあるが、不穏さや自傷行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・日向端　猛様～ユニット内を徘徊、来詰し帰宅要求など落ち着きなく15:50不穏時の継続指示リスパダール内用液(0.5)１P与薬している。その後も頻回に来詰され同内容の訴え続いている。

・岩井　義雄様～環境調整にてBユニットへ移動。やや表情は硬いが落ち着いて過ごしている。他者との交流は無い。

[bookmark: _GoBack]・小栗　健太郎様～食意不振にて朝・昼食は数口のみ摂取。落ち着きなく棟内歩き回っている。話し掛けも頻回にあり。

＜措置入院患者様情報＞
・北向　淑美様～10/4主治医面談予定。夜間暗いと落ち着かないと訴えあるが、不穏行動は無い。日中も穏やかに過ごしている。

・藤井　崇史様～10/8父様と主治医も同席し、テレビ面会予定。苛々する事はあるが頓服薬にて対応し、不穏行動は無い。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年10月2日　13：18
　氏　　名：太田　留美子様
　生年月日：昭和38年8月11日　58歳
　病　　名：
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット8号室

　＜経過＞
　令和3年のお盆過ぎより「うつっぽい」と本人から家族には相談があった様子。2週間前(9月の下旬頃)より、ご飯を食べない、水分も殆ど摂らない、これまで出来ていた家事も全く行わない、猫を飼っているが足元に猫が寄ってきても「猫がいない」と話し、足元に居ることを伝えるも「これは違う猫だ」と話している状況。また、不満のような独語が続いている。仕事もにも従事していたが、9月上旬頃より仕事を無断で欠勤するようになり、9/20に職場の人が本人宅を訪問。しかし、本人は出てこず、家族が本人の様子を確認すると自室にて頭を抱えて動かない状況であった。30代頃に詳細は不明であるが、八戸赤十字病院精神科の受診歴があるようだが、現在は通院している医療機関はない。アルコール消毒液に固着しており、些細なことでアルコール消毒液を使用し、手が真っ赤になり荒れている状況。また、家族の話だと2・3日前から歩行も不安定となっていることからも、鑑別と加療の目的で入院を含めた受診を希望され当院受診。本人に病識なく判断力に欠けるため、姉様の同意にて東病棟Aユニット8号室へ医療保護入院となる。


　日　　時：令和3年10月2日　16：15
　氏　　名：本田　未来様
　生年月日：平成15年12月16日　17歳
　病　　名：自閉症スペクトラム障害　知的障害
　性　　別：女性
　診 察 医：高宮Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　小学校1年の後半のころには不眠や気持ちの不安定さで通学が難しく不登校となる。そのころに、すわクリニック初診。カウンセリングや内服加療開始してたが中学校もほぼ行けていない。高校に関しては通学の意欲あり、高等支援学校に入学。1年のころには何とか通学できていたが、2.3年はほぼ行けていない状況。現在、自宅で過ごしており、昼夜逆転傾向となっている。R1年8月に大声や、パニックとなることや暴れて両親に暴力行為もあったため、すわクリニックより精神科専門医療機関の受診勧められ八戸市立市民病院を勧められるが断られ、青森の芙蓉会病院へ転医。状態悪化に伴い、R1年9月24日～3か月入院加療歴あり。以後も2回の入院歴あり。（計3回）自宅にいると気持ちがつらくなり、不安定となる。希死念慮が出現し自ら入院希望されての入院もあったとのこと。月1回の通院が遠方であるため道中で状態不安定となることがあり、近医の当院での治療継続を希望していた。11月当院受診予定であったが、情動不穏で自宅での対応困難となり、本日当院受診。診察にて東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。



